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●お子さまの安全のために、ご使用
前に必ず本書を読み、十分ご理解
の上、正しくご使用ください。

●裏表紙の品質保証書に、必要事項
をご記入ください。

●本書は、シートカバー後ろ側のポ
ケットに保管してください。（11
ページ参照）

品質保証書付

ゼウスターンシリーズ
自 ゼウスターンS/ゼウスターンEG

コンビ チャイルドシート

目　次

お子さまの体重が9kg以上
になるまで前向きで使用しな
いこと。

危険
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40cm未満 

このたびは、コンビチャイルドシートをお買い上
げいただき、ありがとうございました。
お子さまの安全のため、ご使用前に必ず本書を読
み、十分ご理解の上、正しくご使用ください。

お使いいただく前に

次の条件をすべて満たすお子さまにお使いいただけます。

お使いいただけるお子さまの条件

●体重 ： 18kg以下のお子さま。
（参考年齢…新生児※～4才ころ）
7kg未満 → インナークッションを使用
9kg未満 → 必ず後向きで使用
9kg以上10kg未満 → 後向き・前向きどち
らでも使用可能
10kg以上 → 必ず前向きで使用

●身長 ： チェストクリップとあごとの間に3cm以上
すき間があくお子さま～後頭部が背もたれ
より上にでないお子さま

※新生児とは、体重2.5kg以上かつ在胎週数37週以上

取り付けできない座席

1

下記以外の座席でも、チャイルドシートをしっかり
固定できない場合には使用しないでください。

●シートベルトの付いてい
ない座席。

●2点式シートベルトの座席。

●座席の奥行きが40cm未
満の場合。

●極端なバケットシート。
…座面の中央が深くへこんで
いる座席。

●ヘッドレスト部が極端に出っぱって
いる座席。
…ヘッドレスト部の形状により、リクライ
ニング操作や回転操作ができない座席。
※ヘッドレストが取りはずせる場合は、
取りはずすことで操作が可能になれば
その座席でも取り付けできます。

チャイルドシートは、交通事故などの場合にお子さまの傷害を軽減
することを目的としており、必ずしも事故からお子さまを無傷で守
るものではありません。また、チャイルドシートを使用するとき
は、必ず保護者の方が同乗してください。
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●パッシブシートベルトの付いた座席。
●パッシブシートベルトとは
…車の座席に座ってドアを閉めると、自動的
にシートベルトを装着してくれる装置のこ
と。とくに輸入車に多くみられます。

（オートマチックシートベルト）

●進行方向に対して横向き、また
は後向きの座席。

●エアバッグ装備の座席。
…サイドエアバッグのみの場合
には使用できます。

●シートベルトが座席の中間から出て
いる座席。
…チャイルドシートのシートベルト通し
部の位置よりも、前方向からシートベ
ルトが出ている座席。

次の条件のいずれか１つでもあてはまる場合は、その座席ではお使いいただけません。

2

次ページに続く

32cm未満 

●座席の中央が極端に盛り上がっ
ていて、取り付けたときに不安
定になる座席。

●シートベルトの取り付け幅※が
32cm未満の場合。
※シートベルトが座席の端にあたって
いるところから、バックルの付け根
までの長さ。

●床に対して座面が低い座席または高い座席、床の形状など
により、サポートレッグを正しく調節できない座席。

●サポートレッグの先端部に座席の
スライドレールや床下収納スペー
スなどがある座席。
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安全にお使いいただくために
●表示について
本書では、安全に正しくご使用いただくため重要な事項を｢危
険｣、｢警告｣、｢注意｣の表示で説明しております。重要事項が
守られなかった場合に予想される、危害・損害の切迫度や大
きさにより区分したもので、大変重要な内容です。必ずお守
りください。

●使用条件に適合しないお子さま
や、取り付けできない座席などで
は、使用しないでください。

●サポートレッグを収納状態のまま、
取り付けないでください。必ずサ
ポートレッグを出し、長さを調節し
てください。（26ページ参照）
また、サポートレッグを分解して取
りはずさないでください。

次のような使いかたは、チャイルドシートが本来の機能を
果たさず、危険をまねくおそれがあります。

 危険
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表示

危険

警告

注意

表示の内容

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重
傷を負う危険が切迫して生じることが想定さ
れる内容です。

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重
傷を負う可能性が想定される内容です。

誤った取り扱いをすると、人が傷害を負った
り、物的損害が起こる可能性が想定される内
容です。

チャイルドシートをご使用いただく上で知っ
ておいていただきたいこと、および知ってお
くと便利な内容です。

● 長時間使用の禁止
お子さまへの負担を考え、長時間連続してのご使用を避け、1時間程度
を目安に休憩をとってください。また、お子さまの体調に変化が見られ
た場合は、すぐに休憩を取るようにしてください。

● 保護者の同乗
できるだけ運転者以外に同乗者が乗り、お子さまから目を離さないでくだ
さい。やむを得ず運転者以外に同乗者がいない場合は安全運転に留意し、
休憩時などにお子さまの様子をご確認ください。

低月齢期間のご注意

●車に取り付けるときは、シートベ
ルトを取扱説明書および本体表示
に従って正しく通して取り付けて
ください。誤った部分を通して取
り付けないでください。
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●車に取り付けるときは、必ず車の
シートベルトで固定してください。
ひもなど、シートベルト以外のもの
で固定しないでください。

●エアバッグ装備の座席では、チャイ
ルドシートを使用しないでくださ
い。衝突時、エアバッグの作動によ
り大きな衝撃を受け、危険です。
…サイドエアバッグのみの場合には使用で

きます。

●車のシートベルトおよび座席の種類
などにより、取扱説明書どおりに
チャイルドシートをしっかり固定で
きないときは、他の座席に取り付け
てください。

●チャイルドシートの座席部を横向き
にしたまま走行しないでください。
(お子さまの乗せ降ろしのときのみ使
用してください)

 危険
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●お子さまがチャイルドシートの上に
立ったり、中腰になったり、正座をし
ないように注意してください。

　座らせたときには、お子さまに股あて
パッド、幼児ベルトが正しく装着さ
れ、左右の差込タングがしっかりバッ
クルに差し込まれ、表示が緑色に変
わっていることを確認してください。

次ページに続く

事故など緊急時は、保護者
の方がバックルボタンを押
し、幼児ベルトとチェスト
クリップをはずして、すみ
やかにお子さまを車外に脱
出させてください。

 緊急時の脱出
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警告

●衝突事故や製品を落下させたとき
など、1度でも強い衝撃を受けた
チャイルドシートは、外見上の破
損がなくても、絶対に使用しない
でください。

●車のシートベルトに傷がある場合
は、その座席に取り付けないでく
ださい。

●幼児ベルトに傷が付いたときは、
ご使用にならないでください。修
理の必要がありますので、当社の
コンシューマープラザにお問いあ
わせください。

●バックルにゴミなどが詰まって確実に
差し込めない場合は修理の必要があり
ますので、当社のコンシューマープラ
ザにお問いあわせください。

安全にお使いいただくために

●幼児ベルトがたるんだ状態で使用し
ないでください。ベルトが首に巻き
付き、窒息するおそれがあります。

  ● 幼児ベルトは正しい長さに調節してくだ
さい。
（33ページ「肩ベルトの調整のしかた」、
37ページ「お子さまの座らせかた」参照）

●7kg未満のお子さまを乗せる場合に
は、必ずインナークッションを正し
く取り付けて、お子さまの体に
フィットした状態で使用してくださ
い。

●サポートレッグを収納した状態で、
お子さまを座らせないでください。

5

次のような使いかたは、チャイルドシートが本来の機能を果たさず、危険をまねくおそれがあります。
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警告

●お子さまがチャイルドシートに乗って
いないときでも、必ずシートベルトで
固定しておいてください。急ブレーキ
をかけたときなど、車内に転がり、運
転の妨げとなることがあります。

●助手席にチャイルドシートを後向きに
取り付け、ドアミラーが見えにくいと
きは、後座席に取り付けてください。

●シフトレバーやパーキングブレーキな
どの運転操作に支障をきたす場合は、
助手席に取り付けないでください。

●2ドアや3ドアの車で後座席に人が乗
る場合は、チャイルドシートを助手席
に取り付けないでください。緊急時の
脱出の妨げになります。

●お子さまがバックルボタンを押してしま
う可能性があります。ときどき、差込タ
ングがバックルからはずれていないこと
を確認してください。
はずれていると本来の働きをせず、さらに
ベルトが首に巻き付くおそれもあります。

●お子さまを車内に1人で放置しない
でください。

　日差しの強い日などには、車内の温
度が高くなり、お子さまが脱水症状
になるおそれがあります。また予期
せぬ事故の原因となります。必ず保
護者の方が同乗してください。

●車の座席形状によって、チャイルド
シートの背もたれが、車のヘッドレ
スト部にぶつかり回転操作できない
場合があります。その状態のまま
で、無理に回転させないでくださ
い。故障の原因になります。

次のような使いかたは、同乗している方に危険をまねくお
それがあります。

6

次ページに続く
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日常の点検

安全にお使いいただくために

チャイルドシートの本来の機能を果たすため、走行前には、次の事項を点検してください。

7

幼児ベルトが肩ベルト通し穴の正しい
位置に調整されていること

チャイルドシートが車の座席にしっかり
と固定されていること（本体を前後にゆ
すり、確認してください）

差込タングがしっかりとバックルに差
し込まれ、差込表示が緑に変わってい
ること

幼児ベルトがお子さまの体にフィット
していること（調節ベルトを引いて
フィットさせてください）

前向き時、座席部背面のレールがベース
部の溝に入り接続ピンで確実に固定され
ていること

幼児ベルトにねじれやたるみがないこと

レッグエンドが床につくように、サポー
トレッグの長さが調節してあること

車のシートベルトの差込金具がしっかり
とバックルに差し込まれていること

回転操作後、座席部がロックされ確実に
前向きまたは後向きになっていること

※イラストは前向き使用例

車のシートベルトにゆるみ、たるみ、ね
じれがないこと

お子さまの骨盤をしっかりと拘束するよ
うに、必ず幼児腰ベルトを低く下げること
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注意
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●チャイルドシートを改造しないでくださ
い。また、本書に記載されていない取り扱
いをしないでください。

●車の座席に、付属の角度調節マット以外の
クッションや座布団などを敷いたまま、
チャイルドシートを取り付けないでくださ
い。チャイルドシートがしっかり固定され
ません。

●シートカバーなどの縫製品や、ウレタンな
どのクッション材をはずしたまま使用しな
いでください。また、本製品以外のものと
取り替えたりしないでください。（衝突時
の安全性能に影響を与えるおそれがありま
す）

●固定されていない物を車内に置かないでく
ださい。急ブレーキや衝突時にお子さまな
どに当たる可能性があります。

●座席の表皮素材（革など）および形状によっては、取り付けた座席
に傷や跡がつくおそれがあります。
別売りの「コンビ ズレ防止・保護シート」の使用をおすすめいたし
ます。

-

●直射日光が当たると、本体や差込タングな
どが熱くなり、お子さまがやけどをするお
それがあります。夏などの日差しが強い日は、
日かげに駐車するか、チャイルドシートに
カバーなどをかけてください。また、お子
さまを乗せる前に各部をさわり、熱くない
ことを確認してから使用してください。

●走行中は、チャイルドシートの操作や調節
をしないでください。また、同乗している
他のお子さまがチャイルドシートに触らな
いようにしてください。

●チャイルドシートを通常の椅子として使用
すると、転倒してけがをするおそれがあり
ます。本書に記載されていない使いかたを
しないでください。

●チャイルドシートを車のシート可動部やド
アにはさまないように、十分注意してくだ
さい。

●チャイルドシートを風雨にさらさないでく
ださい。

●チャイルドシートを持ち運ぶときは、サ
ポートレッグやインナークッション、幼児
ベルトを持たないでください。故障の原因
となります。
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差込タング●

バックルボタン●

バックル●

差込表示●

調節ベルト●

ベルト調節ボタン●
ベルト調節ボタンカバー●

サポートレッグ●

長さ調節つまみ●

レッグエンド●

サポートレッグレバー●

股あてパッド●

●角度チェッカー
角度調節マットは、体重7kg未満のお子さ
まを乗せる場合に必要に応じて使用します。
詳しくは、28ページをご覧ください。

●角度調節マット

各部のなまえ ご使用前に、各部品がそろっていることをご確認ください。

正　面

9



お
使
い
い
た
だ
く
前
に

10

次ページに続く
本書に使用しているイラストは、操作方法などをわかりやすく説明するため、
製品とは若干異なる場合があります。

幼児ベルト●

肩ベルトカバー●

シートカバー●

チェストクリップ●

リクライニングレバー●

●タングキーパー

●型式指定番号
 （ステッカー）

●回転位置表示

●エッグショックα
 （EGのみ）
鋭利な刃物で突いたり、
切ったりしないでください。

●ベルト通し部

●ロック機構

回転解除レバー●

肩ベルト通し穴●

●ベースカバー
　取り付け部

背面
（ベース部裏側）

接続ピン
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各部のなまえ

背面・側面

肩ベルト通し穴● 

幼児ベルト● 

●幼児ベルト 
　収納カバー 

ベルト調節金具● 

シートカバー● 

フック● 

●ポケット 

取扱説明書● 

●レール　 
●座席部 ●本体 

●リクライニング部 

●ベース部 

●サポートレッグ 

本書で使われる「本体」「座席部」「ベース部」
「リクライニング部」とは、以下の部分をいい
ます。
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インナークッション

●S●EG

●頭部用

●座面用

●頭部用

●座面用

●取扱説明書

●お客様
　登録カード

●ベースカバー

●取り付けかた
　DVD
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1

ここでは、お子さまの体重による座席部の向き、インナークッションなどの使いかたを説明しています。
お子さまの体重にあわせて正しくお使いください。

体重7kg未満の場合

〔年齢の目安：新生児～
　4カ月ころ（首がすわるころ）〕
※新生児とは、体重2.5kg以上かつ
在胎週数37週以上。

※車の座席角度が極端に大きい場合
は、付属の角度調節マットを使用
してください。（28ページ参照）

体重7kg以上～
10kg未満までの場合

〔年齢の目安：
　4カ月ころ（首がすわるころ）～
　1才ころ〕

2

お子さまの体重にあわせた使いかた

使いかた

①後向き

● お子さまの体重が9kg以上になるまで前向きで使用しないこと。
危険 ● ｢年齢の目安｣はあくまでも目安です。年齢が上記条件を満たしていても、｢体重条件｣を満たしていないお子さまはお使いになれません。

注意
お子さまへの負担を考え、長時間連続してのご使用を避け、1時間程度を目
安に休憩をとってください。また、お子さまの体調に変化が見られた場合
は、すぐに休憩をとるようにしてください。

お子さまの体重にあわせて、3段階の使いかたをします。

①進行方向に対して後向き
②インナークッションは頭部用と座面用
を必ずセットで使用する（15ページ
参照）

使いかた
①進行方向に対して後向き
②ベース部に足が届くようになったら
ベースカバーを使用する（17ページ
参照）
●インナークッションは使用禁止

7kg

②インナークッション
頭部用と座面用

●座らせたとき、チェストクリップとあご
の間に3cm以上のすき間があくこと

その他の条件
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①進行方向に対して前向き
●インナークッションは使用禁止
●リクライニングが使用できます（3段階）

18kg

体重9kg以上～18kg以下までの場合

〔年齢の目安：1才～4才ころ〕3
9kg未満のお子さまは必ず後向きで
ご使用ください。

②ベース部に足が届くように
なったらベースカバーを使
用する

①後向き
①前向き

使いかた

9kg

10kg

●体重9kg以上～10kg未満のお子さまは、後向き、前向きどちらでもお使いいただけます。

●後頭部がチャイルドシートの背もたれか
ら上に出ないこと

その他の条件
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インナークッションの使いかた(7kg未満のお子さまには)

インナークッションは、小さな赤ちゃんを保護するためのものです。お子さまの体重が7kg未満の場合には、インナークッショ
ンをお使いください。（工場出荷時、インナークッションは取り付けられています）
また、7kg以上になりましたら必ず取りはずしてください。

７
kg
未
満
の
お
子
さ
ま
に
は

お子さまの体重にあわせて、以下のように使用してください。

体重7kg以上～
10kg未満まで2 体重9kg以上～

18kg以下まで3

●体重7kg以上のお子さまはインナークッションを使用しないでください。

●後向き ●前向き

使用しないこと 使用しないこと

体重7kg未満

頭部用と座面用を
セットで使用

●後向き

1

● はずしたインナークッションを車内
に放置しないでください。急ブレー
キをかけたときなど、車内に転が
り、運転の妨げとなることがありま
す。

● チャイルドシートを持ち運ぶときに
は、インナークッションを持たない
でください。

注
意

● インナークッション（頭部用）とイン
ナークッション（座面用）は、どちら
か片方だけでは使用しないでくださ
い。必ずセットでお使いください。

● インナークッションは、取り付けか
たをよくお読みになり、正しく使用
してください。

危
険

● インナークッションが使用できるの
はお子さまの体重が7kg未満のとき
だけです。7kg以上で使用すると、
本来の機能を果たさず危険です。

警
告
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③凸部がお子さまの首にあうように、
④ゴムベルトを1番上の肩ベルト通し穴
に通し、

⑤ホックをとめます。

＜頭部用・座面用の両方＞ 使用期間： 「後向き」使用時、体重7kg未満
●お子さまの体重が7kg以上では、インナークッションは使用しないでください。

インナークッション
頭部用

股あて
パッド

インナークッション
座面用

インナークッション座面用を取り
付けます。2インナークッション頭部用を取り付け

ます。
①座席部を回して後向きにし（29
ページ参照）、

②座席部裏側からゴムベルトのホック
をはずし、インナークッション頭部用
の取りはずしと取り付けをします。

1

● お子さまの体重が7kg以上では、イン
ナークッションは使用しないでください。警告

w

股あてパッド通し穴に股あてパッドを通します。

股あて
パッド通し穴
股あてパッド

e t

r

インナークッション
頭部用

ゴムベルト
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後向き使用の際、お子さまの足がベース部に届くようになったら、ベースカバーを使用し足を保護してください。

ベースカバーの使いかた 使用期間： 「後向き」使用時、
ベース部に足が届くようになったら

ベースカバーを取り付けます。
ベースカバーの向きを確認し、①ロック機構部をかくします。②上側のフック、③下側の
フック、あわせて4つのフックを取り付け部に固定します。

● チャイルドシートを車の座席に取り付
けてからベースカバーを取り付けてく
ださい。

警
告

● ベースカバーを取り付けない状態で
ベース部を素足で蹴ったりこすったり
すると、足にすり傷ができる場合があ
ります。

● 靴を履いてのご使用の際は、ベースカ
バーを取りはずしてください。ベース
カバーの破損の原因になります。

注
意

ベース部

①

上

下

ロック機構●ベースカバーの向き

ベースカバー

ベース部表側 ベース部裏側

取り付け部

②上側

③下側
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リクライニングの使いかた（前向き使用時のみ）
お子さまが眠ったときなどのために、チャイルドシートを寝かせることができます。
※後向き使用の場合、リクライニングはできません。

● 手をはさまないよう、ご注意くだ
さい。

● 同乗者の手元にも、充分ご注意く
ださい。

● リクライニング操作は、必ず車を
停車させて行ってください。

注
意

qチャイルドシートの座席の下にあるリクライ
ニングレバーを図の矢印のように上げ、

wリクライニングの角度を調節します。（3段階）
1 レバーから指を離して本体を前後にゆすり、しっ

かりロックされていることを確認してください。2
q

wリクライニングレバー

車のヘッドレストが取り
はずせる場合、必ず取り
はずしてください。

● 車の座席形状によって、
チャイルドシートの背もた
れが車のヘッドレスト部に
ぶつかってリクライニング
操作ができない場合があり
ます。その状態のままで、
無理にリクライニングさせ
ないでください。
故障の原因になります。

警
告
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た ● 車のシートベルトに傷がある場合は、その座席に取り付けないでく

ださい。
● 助手席にチャイルドシートを取り付けてドアミラーが見えにくい場
合は、後座席に取り付けてください。

● お子さまが乗っていないときでも、チャイルドシートは必ずシート
ベルトで固定してください。

● シフトノブやサイドブレーキなど、運転に支障をきたす場合は、助
手席に取り付けないでください。

● 2ドア・3ドア車で後座席に人が乗る場合、緊急時の脱出の妨げにな
りますので助手席にチャイルドシートを取り付けないでください。

● 付属の角度調節マットは、車の座席角度が極端に大きい場合、体重
7kg未満のお子さまに限り使用できます。

警
告

● チャイルドシートがしっかり固定できない場合は、本来の機能を果
たさず大変危険ですので、他の座席に取り付けてください。

● サポートレッグを収納状態のまま、取り付けないでください。必ず
サポートレッグを出して、長さを調節してください。

● 車への取り付けは、ひもなど、シートベルト以外のもので固定しな
いでください。

● エアバッグが装着された座席では、チャイルドシートを使用しない
でください。衝突時、エアバッグの作動により大きな衝撃を受け、
危険です。
※サイドエアバッグのみの場合には使用できます。

● チャイルドシートの座席部を横向きにしたまま、走行しないでください。

危
険

車への取り付けかた
ここでは、シートベルトの種類と取り付け上のご注意と、車への取り付けかたを説明しています。

※車の座席の形状などにより、取り付けできない場合があります。詳しくは1ページをご覧ください。

19

● チャイルドシートを持ち運ぶときは、サポート
レッグやインナークッション、幼児ベルトを持た
ないでください。故障の原因となります。

注
意

幼児ベルトを持ってチャイルドシートを持ち運ぶと、
幼児ベルトが動かず、長さの調整ができなくなること
があります。
※幼児ベルトが動かないときは、37ページを参照して
ください。

チャイルドシートの持ちかた

チャイルドシートを持ち運ぶときには、図のよう
に両手でベース部の上下を持ちます。
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チャイルドシートは、シートベルトの種類により取り付けかたが異なったり、取り付けられない場合があります。

シートベルトの種類と取り付け上の注意点

● 必ず3点式シートベルトの座席に取り付けてください。
● 2点式シートベルトの座席では絶対に使用しないでください。本来の機能を
果たさず、大変危険です。

危
険

腰ベルト

腰ベルト

肩ベルト

20

ゆっくりとシートベルトを引き出
して、チャイルドシートを取り付け
てください。

チャイルドシートの取り付けが
終わったら、シートベルトを全
て引き出した後ベルトを戻し、
チャイルドシート固定機能をき
かせてください。

ELR

AELR

NR

NLR

ALR

チャイルドシートにあわせて
ベルトの長さを調節して、チャ
イルドシートを取り付けてく
ださい。

ゆっくり引くと自由に出入りし、
勢いよく引くとロックする。

ベルトを全て引き出した後で
巻き戻すとチャイルドシート固
定機能がはたらき、それ以上伸
びなくなる。(ベルトを全て巻
き戻すと解除される)

巻き取り装置の付いていない
シートベルト。

ロック機能のない巻き取り装置
付きシートベルト。

本製品の取り付け注意点
シートベルトの特徴
（見分け方）

ベルトを引き出す途中で止め
るとロックされ、それ以上引
き出せなくなる。

シートベルトの種類

３
点
式
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

3点式シートベルトとは

図のように、腰ベルトの左右と肩ベルト
の3点で体を支えるシートベルトのこと。

2点式シートベルトとは

図のように、肩ベルトがなく、腰ベルト
の左右2点で体を支えるシートベルト
のこと。
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取り付け準備

●車の座席形状によって、チャイルド
シートの背もたれが車のヘッドレ
スト部にぶつかってリクライニン
グ操作や回転操作ができない場合
があります。

●そのような場合は、無理に操作を
せずに、ヘッドレストをはずして
から、再び操作を行ってくださ
い。
無理に操作すると故障の原因になり
ます。

●ヘッドレストがはずれず、リクライニング操作や回転操
作ができない場合、および、ヘッドレストをはずしても
操作できない場合、その座席では使用しないでくださ
い。

※ぶつかっていても無理なく操作できる場合は、その座席で
もご使用いただけます。

警
告

取り付け作業は、ドアの全開閉操作が可能な、平らな場所
で行ってください。1

取り付け作業の前に

スライドできる座席に取り付ける場合、取り付ける前に座席を1
番後ろにスライドしてください。取り付け手順終了後に取り付け
座席を前にスライドさせると、より確実に固定できます。(26
ページ手順11「サポートレッグを調整する」作業の前に行って
ください）

取り付け座席のスライド機能について

車内の作業スペースを確保するため、前座席をたおした
り、スライドさせてから取り付けてください。2

車の座席形状やヘッドレストを確認し、ヘッドレストが取りはず
せる場合は、取りはずしてご使用ください。

車のヘッドレストについて

21
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q

w

座席への取り付けかた
チャイルドシートの取り付け・取りはずしは、座席部を前向きで最も寝かせた状態にリクライニングさせて行って
ください。また、お子さまの体重が9kg未満の場合は取り付け後、座席部を回転させて後向きで使用してください。

q座席のヘッドレストが取りはずせる場合は取
りはずし、

w座席の背もたれがリクライニングできる場合
はベース部の角度に近い角度に調節します。

2qサポートレッグレバーを手前に引いて
『カチッ』と音がするまで、

wサポートレッグを引き出し、車の座席に置き
ます。

1

● サポートレッグを収納状態のまま、取り付けない
でください。危

険
22

次ページに続く

カチッ

q

w

サポートレッグ
レバー

サポートレッグ
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座席への取り付けかた

シートベルトにねじれがないことを確認し、車の
差込金具をバックルに差し込みます。5

車のシートベルトをシートベルト通し部に通し、
反対側から引き出します。4qリクライニングレバーを上げ、

w座席部を最も寝かせた状態にします。3

リクライニングレバー

q

w
車の差込金具 

シートベルト 
通し部 

カチ
ッ 

バックル 

23
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腰ベルトガイド 

肩ベルトを手前 
に引く 

腰ベルト q

w

qシートベルト通し部内の車のシートベルト（腰ベルト）
を、腰ベルトガイド（3カ所）に装着します。

w肩ベルトを手前に強く引き、腰ベルトを締め付けます。
6 シートベルト通し部内の車のシートベルト

（肩ベルト）を、肩ベルトガイドに装着しま
す。

7

● 腰ベルトガイドと肩ベルトガイドを間違えないように装着し
てください。

肩ベルト 
ガイド 

肩ベルト 

ベルトはガイドにきちん
と装着してください。

ベルトはガイドに
きちんと装着して
ください。

次ページに続く

24
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座席への取り付けかた

ロック機構 

肩ベルト 

車のバックルと反対側のロック機構に、車のシー
トベルト（肩ベルト）をはさみ込みます。8 9

q

wリクライニングレバー

qリクライニングレバーを上げ、
w座席部を最も起こした状態にします。

ロック機構は左右2カ所ありますが、使用するの
は、車のバックルと反対側のロック機構だけです。

25
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10 サポートレッグの長さ調節つまみを引いて、
レッグエンドを車の床まで伸ばし、長さ調節
つまみを戻します。（12段階調節）

11

● 穴の位置が合わないと、長さ調節つまみは戻りま
せん。その場合は穴の位置が合うようにチャイル
ドシートを少し持ち上げながら、長さ調節つまみ
を確実に戻してください。

シートベルト
（肩ベルト）

体重をかける

シートベルト
（肩ベルト）

q

w

e

レッグエンド 

長さ調節つまみ 

q座席部にひざを乗せて体重をかけ、車の座席に
チャイルドシートを沈み込ませながら、

w差込金具上部のシートベルト（肩ベルト）を強く引き、
e反対側のシートベルト（肩ベルト）を横方向に強く引
き、シートベルトのゆるみをなくします。

● サポートレッグを分解して取りはずさ
ないでください。

● 調節後はサポートレッグのレッグエン
ドが必ず床についていることを確認し
てください。

危
険

次ページに続く

26
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q 車のシートベルトの差込金具が、バックルに「カチッ」と音
がするまで差し込まれ、シートベルトを引っぱっても抜
けないこと。

w 車のシートベルトに、ゆるみ、たるみ、ねじれがないこと。
e 車のバックルと反対側のロック機構に、車のシートベル
ト（肩ベルト）がはさみ込まれていること。

r チャイルドシートの背もたれと車のヘッドレスト部がき
つくぶつかっていないこと。

t 車の座席の背もたれと、チャイルドシートのベース部の
背面がしっかり接していること。
ベース部を前後左右にゆすって、ベース部が約3cm以上
動かないことを確認してください。

y レッグエンドが床につくように、サポートレッグの長さ
が調節されていること。

u お子さまの体重が7kg未満の場合は、インナークッション
（頭部用・座面用の両方）を取り付けてあること。7kg以
上は両方とも取りはずしてあること。

● これらの項目をチェックし、しっかり固定できな
い場合は車のシートベルトを締め直すなど再調節
してください。それでもしっかり固定できない場
合は、他の座席に取り付けてください。本来の機
能を果たさず、危険をまねくおそれがあります。

取り付け時完了チェックのしかた

警
告

取り付けが終わったら、チャイルドシートがしっかり固定されているか確認してください。
しっかり固定されていない場合は、チャイルドシートが本来の機能を果たさず大変危険です。警告

q

u

e
w

w

w

t

r

t

y

27
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角度チェッカーと角度調節マットの使いかた
角度調節マットは、車の座席角度が極端に大きく「後向き」使用時に背もたれが起きすぎる（取り付け角度が立ちすぎる）場合のみ、
インナークッション使用時（体重7kg未満）に限り使用できます。お子さまの体重が7kg以上になりましたら、必ず取りはずして
ください。

● 角度調節マットを座面の先端や、車の背もたれと
ベース上部のすき間に使用しないでください。

角度調節マットが必要な座席

警
告

起きすぎ 

約45° 

●角度調節マット 

スポーツタイプのシートや極端
にクッションの柔らかいシート
の場合、チャイルドシートを
「後向き」に取り付けると、図の
ように背もたれが起きすぎる
（取り付け角度が立ちすぎる）こ
とがあります。
この状態でお子さまを座らせる
と、座りごごちが悪く不安定に
なります。

●このような場合に付属の角度
調節マットを座席の奧にはさ
み、チャイルドシートの角度
を図のように45°前後に調
節します。

※必ず車を平らな場所に駐車さ
せて確認してください。

●体重7kg未満のお子さまを乗せる場合、チャイルド
シートを取り付けた後、角度チェッカーを使って角度
調節マットが必要かどうかを、必ず確認してください。

※角度チェッカーは、図のように「取付角度チェックライン」

にあわせてください。

角度チェッカー 

取付角度 
チェックライン 

● 角度チェッカーは横にかたむくと針が止まってし
まいます。垂直にして針が正しく動く状態で目盛
を見てください。

注
意

28
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座席部の回転のしかた（前向きから後向きへ）

29

リクライニングレバーを操作し、座席部のリクラ
イニング角度を起こした状態にします。（18ペー
ジ参照）

回転解除レバーを右へスライドさせます。

1● チャイルドシートの
座席部を横向きにし
たまま走行しないで
ください。横向きで
は、本来の機能を果
たさず危険です。

危
険

● 座席の背部や下部のすき間
に手や指を入れたまま、回
転操作しないでください。

● お子さまを乗せた状態で
回転させるときは、お子
さまの手足がベース部と
座席部の間などにはさま
らないようご注意くださ
い。

注
意

回転解除レバー 

チャイルドシートの背もたれが車のヘッドレスト部にぶつかっ
てリクライニング操作や回転操作ができない場合があります。

● 無理に操作すると故障の原因になります。ヘッドレストが取
りはずせる場合は、取りはずしてご使用ください。

● ヘッドレストをはずしても操
作ができない場合、その座
席では使用しないでくださ
い。

※ぶつかっていても無理なく
操作できる場合は、その座
席でもお使いいただけま
す。

● ロック機構が開いた状態で
座席部を回転しないでくだ
さい。故障の原因となりま
す。

警
告

2
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3 そのまま座席部を回し、動き始めたら
リクライニングレバーから指を離して
ください。
座席部が後向きになると、『カチッ』と
音がしてロックがかかります。

4

座席部を左右に動かして、確実に
ロックされていることを確認してく
ださい。

5

カチッ
 

● 回転位置表示がそろっていない状態では、回転操作を
行わないでください。無理に回すと故障の原因になり
ます。

警
告

qリクライニングレバーを強く引き上げます。
※このあと、レバーは上げたまま操作してください。

wベース部とリクライニング部の回転位置表示がそろう位
置まで座席部を強く押し込みます。

e座席部背面のレールがベース上部の溝からはずれ、座席
部の回転が可能になります。

● 必ず、リクライニングレバーを強く引き上げたまま操作をしてください。操
作の途中でリクライニングレバーから指を離すと、座席部の回転ができなく
なります。その場合は、29ページの手順1から操作をやり直してください。

● 回転構造上座席部に遊びがあり、後向きの状
態ではカタカタと音がしますが、問題なく使
用できます。

リクライニングレバーq

w

w

e

レール

溝

回転位置表示
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座席部の回転のしかた（後向きから前向きへ）

座席部を回して、前向きにします。2

リクライニングレバーを上げ、座席部を回しま
す。動き始めたら、リクライニングレバーから指
を離してください。

1

リクライニング
レバー

チャイルドシートの背もたれが車のヘッドレスト部にぶつかっ
てリクライニング操作や回転操作ができない場合があります。

● 無理に操作すると故障の原因になります。ヘッドレストが取
りはずせる場合は、取りはずしてご使用ください。

● ヘッドレストをはずしても操
作ができない場合、その座席
では使用しないでください。

※ぶつかっていても無理なく操
作できる場合は、その座席で
もお使いいただけます。

● ロック機構が開いた状態で
座席部を回転しないでくだ
さい。故障の原因となりま
す。

幼児ベルトが
はみ出ている

注
意

● 幼児ベルトが幼児ベルト収
納カバーからはみ出してい
ないことを、確認してくだ
さい。幼児ベルトがはみ出
していると、回転部にから
まり、故障の原因となりま
す。（36ページ参照）　も
う1度収納カバーを開き、
幼児ベルトを収納してくだ

さい。
● 収納カバーが確実に閉じていることを確認してください。
使用中に収納カバーが開くと、故障の原因となります。

警
告

● 後向きからの回転のときは、回転解除レバーの操作は
必要ありません。
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座席部を上下左右に動かして、確実にロックされ
ていることを確認してください。4

● チャイルドシートの座席部のレールがベース部
の溝に入らずに接続ピンが戻らない状態では
チャイルドシートの座席部とベース部が固定さ
れておらず万一の際本来の機能を果たさず、危
険です。必ず、レールがベース部の溝に入り接
続ピンで完全に固定されていることを確認して
ください。

警
告

座席部背面のレールがベース上部の溝の位置にく
ると、座席部が1段下がり、『カチッ』と音がして
接続ピンで座席部とベース部が固定されます。

3

カチッ 

接続ピン 
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お子さまにあわせた肩ベルトの調整のしかた
お子さまの肩の高さにあわせて肩ベルト通し穴の位置を決め、お子さまの体格にあわせて幼児ベルトの長さを決めます。 （肩ベ
ルト通し穴の位置は、工場出荷時は1番下になっています）
インナークッションの使いかた（15ページ参照）が変わったときも、肩ベルトを調整してください。

低月齢のお子さまの場合

体重7kg未満のお子さまの場合は、｢肩ベルト通し穴の位置の
決めかた｣と｢幼児ベルトの長さ調整のしかた｣については、
以下の「警告」と「注意」の内容には特に注意してください。

● 長時間使用の禁止
お子さまへの負担を考え、長時間連続してのご使用を避け、1時
間程度を目安に休憩をとってください。また、お子さまの体調に
変化が見られた場合は、すぐに休憩を取るようにしてください。
● 保護者の同乗
できるだけ運転者以外に同乗者が乗り、お子さまから目を離さない
でください。やむを得ず運転者以外に同乗者がいない場合は安全運
転に留意し、休憩時などにお子さまの様子をご確認ください。

● 必ず肩ベルト通し穴の位置と幼児ベルトの長さを調整してくだ
さい。お子さまの体にフィットしていないと、衝突時にお子さ
まが飛び出したりするおそれがあります。

● 調節ベルトを引っ張りきってもたるみがある場合は、ベルト調
節金具への取り付け位置を変えてください。

● 幼児ベルトをたるませて使用すると、ベルトが首に巻きつき窒
息するおそれがあります。

ベルト調節金具

●大きめの体格のお子さま ●標準的～小さめの体格のお子さま

長くなる

短くなる

ベルト調節金具への取り付け位置

下図を目安に、お子さまの体格にあわせて、幼児ベルトのベル
ト調節金具への取り付け位置を変え、長さを調節します。

肩ベルト通し穴の位置

肩よりすぐ上の肩ベルト通し穴を使用します。

お子さまの肩よ
りすぐ上の肩ベ
ルト通し穴を使
用してくださ
い。

警告

● 股ベルトの長さは調整できません。肩ベルトの長さを調整し
てください。

←進行方向←進行方向

警告

注意

● ベルト調節金具に取り付ける幼児ベルトの位置は、
左右同じ段を使用してください。警告



車
に
取
り
付
け
た
後
で

34

下側のツメ

幼児ベルト
収納カバー

上側のツメ

次ページに続く

幼児ベルトをはずしやすくするために、ベルト調
節金具を 引き出します。
qベルト調節ボタンカバー下のベルト調節ボタン
（オレンジ色）の奥側の『PRESS』マーク（刻印）
を押しながら、

w左右の幼児ベルトの両方を持ち手前に引きゆ
るめると、ベルト調節金具が出てきます。

3あらかじめ、お子さまを座席部に座らせ、正しい
肩ベルト通し穴の位置を確かめます。（33ペー
ジ「肩ベルト通し穴の位置」参照）

1

注
意

● 幼児ベルト収納カバーを開くときは、下側のツメ
は、はずさないでください。幼児ベルトがはみ出
し回転部にからまり、故障の原因となります。

● 幼児ベルト収納カバーは、肩ベルト位置の変更
後、必ず元の位置に戻してください。幼児ベルト
がからまるなど、故障の原因となります。

座席部を回転させて後向きにし、幼児ベルト収納
カバーを上側から開きます。（上側のツメがはず
れます）

2

肩ベルト通し穴の位置と、幼児ベルトの長さを調整します。

● ベルト調節ボタンを押すときは、ボタンの奥側の『PRESS』
マーク（刻印）を確実に押してください。

● ベルト調節ボタンが動かない場合は、調節ベルトを手前に
引っぱりながら、ベルト調節ボタンを「強く押し込んで」くだ
さい。

幼児ベルト

ベルト
調節ボタン

PRESS マーク

ベルト調節ボタン
（PRESSマーク）を
押す。

q w

ベルト
調節金具

ベルト調節ボタン
カバー
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お子さまにあわせた肩ベルトの調整のしかた

5

q

w

qベルト調節金具から幼児ベルトをはずし、
w座席部前面から引き抜きます。4 q幼児ベルトを、お子さまの体にあった肩ベルト

通し穴に入れ直し、
w座面部の裏側でベルト調節金具を取り付け
ます。

幼児ベルト

ベルト調節金具

q

w
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幼児ベルトが
はみ出ている

36

幼児ベルトが出ないように、幼児ベルト収納カ
バーを閉じます。6

幼児ベルト
収納カバー

下側のツメ

注
意

● 幼児ベルト収納カバーを開く
ときは、下側のツメは、はず
さないでください。幼児ベル
トがはみ出し回転部にからま
り、故障の原因となります。
幼児ベルトがはみ出ていると
きは、もう1度収納カバーを
開き、幼児ベルトを収納して
ください。

● 収納カバーが確実に閉じてい
ることを確認してください。
使用中に収納カバーが開くと
故障の原因となります。

● 肩ベルト通し穴は、左右同じ高さの穴を使用してくださ
い。

● ベルト調節金具に取り付ける幼児ベルトの位置は、左右同
じ段を使用してください。

● ベルト調節金具に幼児ベルトを取り付けるときは、正し
く取り付けられた状態をすぐに確認できるように、ベル
ト調節金具の切り込み位置が見えるように取り付けてく
ださい。

警
告
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お子さまの座らせかた
あらかじめ、ベルト通し穴の位置と幼児ベルトの長さを、お子さまの体にあわせてください。（33ページ参照）

2

● ベルト調節ボタンを押すときは、ボタンの奥側の『PRESS』
マーク（刻印）を確実に押してください。

● ベルト調節ボタンが動かない場合は、調節ベルトを手前に引っ
ぱりながら、ベルト調節ボタンを「強く押し込んで」ください。

1
● おくるみなど、両足が
分かれない衣類の着用
はおやめください。

● お子さまをタオルなどでくるんだまま、乗せないでください。
● かさばったベビーウェアを着せたまま、乗せないでください。
● お子さまを乗せるとき
には、右図のような乗
せかたをしないでくだ
さい。チャイルドシー
トが本来の機能を果た
さず、危険をまねくお
それがあります。

お子さまを乗せやすくするため、座席部を横向きに
回転します。（29～32ページ参照）
※本編では前向きの状態で説明しています。

q ベルト調節ボタンカバー下のベルト調節ボタン
（オレンジ色）の奥側の『PRESS』マーク（刻印）を
押しながら、

w 左右の幼児ベルトの両方を持ち手前に引き、ゆ
るめます。

幼児ベルト

ベルト
調節ボタン

PRESS マーク

ベルト調節ボタン
（PRESSマーク）を
押す。

q

w

ベルト調節ボタン
カバー

警告

ベルト調節ボタンが動かない場合は

調節ベルトを手前に引っ
ぱりながら、ベルト調節
ボタンを「強く押し込ん
で」ください。

ベルト調節ボタン

ベルト調節ベルト
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凸部

re

インナークッション頭部用 肩ベルトカバー

qインナークッショ
ンにあわせてお子
さまを深く座らせ
てください。

次ページに続く

チェストクリップの右片方を幼児ベルトからはず
し、バックルボタン（赤色）を押して差込タングを
抜きます。

3
バックルボタン

チェストクリップ
差込タング

タングキーパー

● 差込タングをシートカバー側面にあるタングキーパー
に差し込んでおくと、お子さまの乗せ降ろしの際に
じゃまになりません。

4

38

qお子さまのおしりが、インナークッションの
1番深い部分におさまるように深く座らせ、

w左右の腕を幼児ベルトに通し、
eインナークッション頭部用の凸部がお子さま
の首にあっているか確認します。

r肩ベルトカバーを肩の位置にあわせます。

② ②

左右の幼児ベ
ルトがねじれ
ていないこと
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● バックルは、お子さまの力ではずれないよう固くして
あります。

● お子さまを座らせていないときも、差込タングをバッ
クルに差し込んでおいてください。

チェストクリップを幼児ベルトに取り付けます。65 左右の差込タングを組みあわせてから『カチッ』と
音がするまで、差込タングをバックルに差し込み
ます。
差込表示が「緑色」に変わっていることを確認して
ください。

左右を組みあわせ 差し込む 

赤色が緑色に 
変わります。 

チェストクリップ

● 左右の差込タングが、完全にバックルに差し込ま
れて表示が緑色になっていないと、衝突時にお子
さまが飛び出したり、ベルトが首に巻き付き、窒
息するなどのおそれがあります。

警
告

お子さまの座らせかた
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次ページに続く

お子さまを乗せ終わったら、幼児ベルトを短く調整
します。
q 腰ベルトは、必ず腰骨のできるだけ低い位置に
かかるようにし、腰部に密着させます。

w 肩ベルトは、必ず肩の中央に十分かかるように
します。

e ベルト調節ボタンカバー下の調節ベルトの上側
を手前に引き、左右の幼児ベルトをお子さまの
体にフィットさせます。

7

● 調節ベルトの下側を引いても幼児ベルトは短くなりませ
ん。上側を引いてください。

● 幼児ベルトが短い場合は、肩ベルト通し穴の位置やベル
ト調節金具への取り付け位置を確認してください。「お子
さまにあわせた肩ベルトの調整のしかた」（P33）参照。

調節ベルトの引きかた

q腰ベルト

w肩ベルト

e調節ベルト上側を
　手前に引く。

お子さまの骨盤をしっかり
と拘束するように、必ず腰
ベルトを低くすること。

● お子さまが窮屈でないように、また幼児ベルトがたるんだ
り、ゆるまないように調整してください。

● お子さまと幼児ベルトの間に、大人の手のひらが入るくらい
が適切です。きつかったり、ゆるかったりするときには、
幼児ベルトの長さを調整してください。

● 股ベルトの長さは調整できません。肩ベルトの長さを調整
してください。

● 必ずベルトの長さを調節してください。お子さまの体に
フィットしていないと、衝突時にお子さまが飛び出したりす
るおそれがあります。

● 調節ベルトを引っ張りきってもたるみがある場合は、ベルト
調節金具への取り付け位置を変えてください。（33ページ
参照）

● 幼児ベルトをたるませて使用すると、ベルトが首に巻きつ
き窒息するおそれがあります。

警
告
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お子さまの座らせかた

座席部を回し、お子さまの体重にあわせて後向
き、または前向きにして使用します。（13ページ
参照）

8

41

● お子さまを乗せた状態で回転させるときは、お子
さまの手足がベース部と座席部の間などにはさま
らないようご注意ください。

● ゆっくりと回転させ、お子さまの手足が本体など
にぶつからないようにご注意ください。

注
意

幼児ベルトを長くするには（お子さまをおろすときは）

● ベルト調節ボタンを押すときは、ボタンの奥側の『PRESS』
マーク（刻印）を確実に押してください。

● ベルト調節ボタンが動かない場合は、調節ベルトを手前に
引っぱりながら、ベルト調節ボタンを「強く押し込んで」く
ださい。

qベルト調節ボタンカバー下のベルト調節ボタン
（オレンジ色）の奥側の『PRESS』マーク（刻印）を
押しながら、

w左右の幼児ベルトの両方を持ち手前に引き、ゆるめ
ます。

幼児ベルト

ベルト
調節ボタン

PRESS マーク

ベルト調節ボタン
（PRESSマーク）を
押す。

q

ベルト調節ボタン
カバー

w
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こんなときには

差込金具をはずしてバックルを持ち、短ベルトに
1～3回ひねりを加えて短くします。

シートベルト（短ベルト）のバックルがシートベルト通し部の角に当たり、しっかり固定できない場合は、図のよう
に対応してください。

もう1度差込金具をバックルに差し込み、固定し
ます。

※1～3回ひねりを加えてもシートベルト通し部の角に当たる場合は、当社専用のフィットマット（別売）をご使用く
ださい。（ただし、付属の角度調節マットとの併用はできません）

42

バックル 

車の差込金具 

短くする 

1 2

● ひねりを加えてもしっかり取り付けられない場合は、使用しないでください。本来の機能を果たさず、危険をまね

くおそれがあります。
警
告
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インナークッションをはずします。（16ページ
参照）

お手入れのしかた
シートカバーのはずしかた

● インナークッション座面用を洗濯するときは、中に
入っているウレタンを抜いてください。

43

左右の幼児ベルトを、本体裏側にあるベルト調節
金具からはずし、肩ベルト通し穴から引き抜きま
す。（34ページ参照）
幼児ベルトから差込タング、チェストクリップと
肩ベルトカバーをはずします。

1 2
インナークッション

ゴムベルト

チェスト
クリップ

差込タング 肩ベルトカバー

ベルト調節金具
幼児ベルト

インナー
クッショ
座面用

股あて
パッド
通し穴

股あて
パッド
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次ページに続く
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4qシートカバー外側の6カ所のフックを座席部よりはずし、3

w内側2カ所のＪ型フックをはずします。

● 取りはずした差込タングは、左右を確かめて
股あてパッドのバックルに差し込み、なくさ
ないようにしてください。

● 幼児ベルトははずせません。交換の場合は修
理対応となります。

股あてパッドのところからシート
カバーをはずし、幼児ベルトを引
き抜き、そのまま上に引き上げま
す。

内側のJ型フックのはずしかた

1マイナスドライバーなどの先でJ型
フックを押し込み、フックの先端を
取り付け穴（小）からはずします。

2そのままフックの上部を取り付け穴
（大）の縁（へり）にドライバーで押
しつけながら、はずします。

J型フック

2

1
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シートカバーを本体の背の部
分にかけ、バックルを股あて
パッドの穴から通し、シート
カバーを全体にかけ、幼児ベ
ルトをねじれないように表側
に引き出します。

qシートカバー内側の2カ所の

J型フックを座面の取り付け穴
に、

wシートカバー外側の6カ所の

フックを、それぞれ座席部の
溝と穴にとめます。

幼児ベルトに差込タング
（左右、表裏を確認して
ください）とチェストク
リップを通します。

お手入れのしかた

45

内側のJ型フックを取り付け穴
に差し込んでとめる。

q

w

w

1 32
シートカバーの取り付けかた

● あらかじめ、差込タングをバックル
からはずしておきます。(38ページ
参照）

幼児ベルト 

差し込みタング 

チェストクリップ 

幼児ベルト

股あてパッド

シートカバー
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次ページに続く
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幼児ベルトを肩ベルト通し穴
に通し、ベルト調節金具に取
り付けます。(ベルト調節金
具への取り付けは、「お子さ
まにあわせた肩ベルトの調整
のしかた」33ページ参照）

幼児ベルトに肩ベルトカバー
を取り付けます。

ベルト調節金具 

幼児ベルト 

● EGの肩ベルトカバーには、
右用と左用があります。間
違えて取り付けないようご
注意ください。

EG

S

上下左右あり

上下左右なし

4 5

　

　

肩ベルトカバー
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お手入れのしかた

シートカバーの取り付けかた

お子さまの体重が7kg未満の場合には、
インナークッションを使用します。
（15ページ参照）

6

お子さまの体重が7kg以上では、インナークッショ
ンは使用しないでください。警告

インナークッション
頭部用

股あてパッド

インナークッション
座面用

ゴムベルト
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次ページに続く洗いかた　お手入れ　保管・廃棄のしかた

シートカバーなどの縫製品の洗いかた

●洗濯時は次のことを守ってください。

本体、幼児ベルトのお手入れ方法

通常はかたく絞った布で水拭きしてください。汚れがひどい場
合は、中性洗剤を水で薄めた液で汚れを落としてから水拭きし、
日陰で乾燥させてください。

● 中性洗剤を原液で使用したり、ガソリン、ベンジンなど有機溶
剤の使用はおやめください。本体および幼児ベルトをいため
るおそれがあり危険です。

警
告

●インナークッション座面用を洗濯するときは、中に入っている
ウレタンを取りはずしてください。

※蛍光増白剤を含まない洗剤を使用してください。
※洗濯機、脱水機、乾燥機の使用はしないでください。

強く絞ると、シワが残ることがあります。

液温は30℃を限界とし手洗いしてください。

塩素系漂白剤は使用しないでください。

ドライクリーニングはしないでください。

日陰で平干してください。

手洗い 

30

ヨ ワ ク 

平 

エンソ 
サラシ 
 

ドライ 
 

アイロン掛けはしないでください。

本 　体

長期間使用しないときは、車から降ろし、風通しが良く、お子さま
の手の届かない場所に保管してください。

取扱説明書

ご使用前に必ず本書を読み、十分ご理解の上、シートカバー後ろ
側のポケットに保管してください。（11ページ参照）

保管のしかた

●お住まいの各自治体の規程にしたがい処分、廃棄してください。

●衝突事故や製品を落下させたときなど、1度でも強い衝撃を受
けたチャイルドシートは、外見上の破損がなくても絶対に使用し
ないでください。事故により処分する場合は、本製品が再利用さ
れないようにシートカバーなどをはずして、廃棄してください。

廃棄のしかた

ウレタンについて

●シートカバーなどの縫製品の裏側のウレタンに染料が付着
することがありますが、品質上問題なく、安心してお使い
いただけます。
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製品仕様

製品仕様 製品を安全に、正しくお使いいただくために。

■製品サイズ : (W)480 × (D)645 × (H)720
■製品重量 : EG …………………………………13.9kg

S……………………………………13.8kg
■材質 : 本体…ポリプロピレン、ウレタン

シートカバー…表／ポリエステル　裏／ウレタン

製品を安全に正しくお使いいただくための情報を、当社ホー
ムページでご案内しております。下記のホームページをご覧
ください。

http://www.combi.co.jp/safetyinfo/index.html



コンビ 
ゼウスターン 

品質保証書
コンビ　チャイルドシート

本書は、本書記載内容で無料修理を行うことをお約束するものです。
お買い上げの日から下記期間中製品の故障が発生した場合は、本書を
ご提示の上、当社コンシューマープラザ、または、お買い上げの販売
店にお問い合わせください。

保証規定

1. １度ご使用になった製品は、原則としてお取り替えできません。
2. 保証期間内（お買い上げ日より１年間）に正常な使用状態において、万
一故障した場合には無料で修理いたします。電話にてお問い合わせの
上、当社コンシューマープラザにお送りください。

3. 保証期間内でも次のようなものは有料修理になります。
(a)プラスチック部品の自然劣化による変色。
(b)シートカバーなど、縫製部品の傷や破れ。
(c)お客様の誤使用、または改造や不当な修理による故障および損傷。
(d)火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変による故障および損傷。
(e)本書に、製品名、お買い上げ日、お客様名、販売店名の記入のない
場合、あるいは字句を書き換えられた場合。

(f) 本書のご提示がない場合。
(g)一般家庭以外で、業務用やレンタル等でご使用され故障した場合。
(h)有料修理の場合に要する運賃などの諸経費。

4. 衝突事故など、１度でも強い衝撃を受けた製品の修理はできません。
5. 本書は日本国内においてのみ有効です。海外からの修理サービスは致
しかねます。

6. 製造中止後の製品については必要部品の在庫がなくなった場合、修理
できないこともあります。

●お買い上げ後、製品名、お買い上げ日、お客様名、販売店名をただちに
ご記入願います。

●万一故障が生じました場合は保証書をご提示ください。本書は再発行
いたしませんので、大切に保管してください。

●この保証
●領収書（レシート）を本書と一緒に保管してください。

書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお
約束するものです。従ってこの保証書によって法律上の権利を制限す
るものではありませんので、保証期間経過後の修理についてご不明の
場合は、当社コンシューマープラザ、またはお買い上げの販売店にお問
い合わせください。

●品質保証書にご記入いただいた個人情報は、故障・修理の確認、修理品
の発送にのみ利用いたします。それ以外の用途には利用いたしません。

製品名 

お名前 

住　所 

店　名 

TEL

TEL

お買い上げ日 

年　　 月　　 日 

ロットNo. 

（背もたれ裏面のシールをご覧ください） 

お
客
様 

販
売
店 

ご住所　〒 

保証期間 

お買い上げ日より1年間 
（ただし保証規定による） 

修理メモ

商品に関するお問い合わせ、部品購入、修理などのご相談は、コンシューマープラザにて対応いたします。
コンシューマープラザ（Customer Service Center）  受付時間：10：00～17：00（日祝日、年末年始を除く）
〒339-0025　埼玉県さいたま市岩槻区釣上新田271 TEL.（048）797-1000　FAX.（048）798-6109
コンシューマープラザ（Customer Service Center）/西日本担当 受付時間：10：00～17：00（土日祝日、年末年始を除く）
〒540-0026　大阪府大阪市中央区内本町2-4-16 TEL.（06）6942-0379　FAX.（06）6942-0302
※ホームページでのご案内　http://www.combi.co.jp/cp/

Web上にコンビの育児サイトを開設しています

コンビの製品＆育児情報サイト・コンビタウン

129666090　11.2

ymk-fukazawa
線


